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下水道事業推計モデルとは (1/5)
下水道事業における長期収支見通しの推計モデル(以下、「Model G」という）は、下水道事
業の将来の事業収支の傾向を予測し、経営的な視点から下水道事業の健全性を分析するため
のツールです。

ー 背 景 ー

我が国における各自治体の下水道事業は、昨今の少子高齢化等による収入減少や施設の老朽化に
伴う改築更新増、投資負担の増大等により、厳しい経営環境に直面しています。漠然とした危機
感を抱くだけでなく、まずは長期の収支見通しを定量的に把握することが経営の健全化に向けて
重要と考えModel Gの構築に至りました。

ー 本モデルの目的 ー

• 上記背景を踏まえ、下水道事業経営における健全な経営及び適正かつ効率的な維持管理を実現
するため、簡易な数値の入力のみで現状把握を行うことができる推計モデルを構築しました。

• 推計結果を踏まえ、使用料値上げ等を行った場合の収支を試算することも可能であり、
経営改善施策の検討の一助になると期待されます。
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下水道事業推計モデルとは (2/5)
本モデルは、下水道事業の長期的な傾向を捉えるという目的から一定の仮定を置いて算出す
るものであり、この仮定の置き方により推計結果に差異が生じうる点、ご留意ください。

使用上の留意点

本モデルの推計結果は、傾向を捉えるという目的の下、過去数値に基づいて一定の仮定を置いて

算出されるものです。全自治体について動作確認を行ってはございませんので、推計結果の精

度・妥当性については、各市町村の下水道担当部局において適宜ご判断いただく必要があります。

基本的前提

過去数値は、「公営企業年鑑」の数値を使用しております。

公営企業年鑑の「公共下水道」を対象としているため、一部の市町村においては推計結果が

表示されない場合があります。

本モデルは、マイクロソフト社が提供するMicrosoft Excelで動作するものであり、開発はMicrosoft 

Excel for Microsoft 365（バージョン2301）で行っております。
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下水道事業推計モデルとは (3/5)
各自治体の目的や利用場面に応じ、概算モデル、詳細モデル、戦略モデルの３つのモデルを
選択することが可能です。

各モデルの詳細

概算
モデル

詳細
モデル

戦略
モデル

モデル

なし
(市町村の
選択のみ)

小
(将来数値
の入力)

中
(将来目標
の検討)

作業負担

自動計算方式モデル
初期的なあたりをつけるための概
算収支の把握

自動計算＋各種数値の手動調整方式
将来計画を策定するための基礎とな
る収支の把握

将来計画や改善施策を反映した収
支の把握

位置づけ・目的

各自治体の担当者が、初期
的に将来収支を把握したい
場合

各自治体が、庁内協議にあ
たって基礎となる将来収支
（成行きベース）を作成し
たい場合

各自治体が、下水道経営の
健全化を目指し、経営戦略
等を検討したい場合

利用場面例

ステップ①-１
現状把握

ステップ②
戦略を実施
した場合の
将来目標

ステップ

ステップ①-２
将来予測
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下水道事業推計モデルとは (4/5)

総務省「経営戦略策定・改定マニュアル」との連携活用について

出典：総務省『経営戦略策定・改定マニュアル』

『経営戦略策定・改定マニュアル』（P9）に、『経営戦略の策定の流れ（投資・財政計画部分）』と『経営戦略の策定の流れ（投資
試算等と財源試算の整合性検証）』が記載されています。

本モデルは、上記計画の考え方に沿う形で、３つのモデルを選択可能としています。「投資試算」および「財源試算」については、
本モデルの「概算モデル」および「詳細モデル」を活用いただくことで検証が可能となります。再検討については、本モデルの「戦
略モデル」を活用いただくことで検討が可能となります。

概算モデル・詳細モデル 戦略モデル
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下水道事業推計モデルとは (5/5)
本モデルは、モデルの全体に関わるナビゲーションシート・前提シート、推計結果を確認す
るための概要シート・出力シート、数値の入力を行う入力シート、数値の参照や計算を行う
転換シート・計算シートで構成されます。

各シートの構成

シート名 概要

概要シート モデルの選択・推計結果の確認を行うシート

出力シート 3条収支及び4条収支の予測数値を確認するシート

入力シート 詳細モデル・戦略モデルにおいて数値の入力を行うシート

転換シート
数値を参照するシート

(本シートは作業・参照いただく必要はありません)

計算シート
出力のための計算シート

(本シートは作業・参照いただく必要はありません)

全体前提シート 市町村の選択・主要前提の入力を行うシート

ナビゲーションシート
本モデルの全体像の把握・表示倍率の変更などを行うシート

(各シートをクリックしていただくことで、該当シートに移動することができます。)
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① ご使用の前に
本モデルではマクロを使用していることから、「コンテンツの有効化」をクリックしたうえ
で、「信頼済みドキュメント」にしてからご利用ください。

コンテンツの有効化 信頼済みドキュメントにする

ファイルを開けると、画面の上部に「セキュリティー
の警告」と書かれたバーが表示されます。

「コンテンツの有効化」をクリックしてください。

「コンテンツの有効化」をクリックすると、上記の
ポップアップが表示されます。

右下部分の「はい」をクリックしてください。
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② 都道府県・市町村の選択
「3.全体前提」シートにおいて、貴自治体の都道府県及び市町村を選択してください。

概要シートへ移動 市町村の選択

前ページの作業が完了したら、
「3.全体前提」シートに移動してください。

「3.全体前提」シート左上部分の太線で囲ったセルで
「都道府県名」と「市町村名」が選択できます。

貴自治体の都道府県名と市町村名を選択してください。
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③ 法適用・法非適用の確認
対象団体が法適用か法非適用かを確認のうえ、以降の作業では法適用であれば(法適用)、
法非適用であれば(法非適用)と記載されたシートをご利用ください。

※貴自治体が法適用の場合、（法非適用）と書かれたシートで作業いただく必要はありません。また、貴
自治体が法非適用の場合、（法適用）と書かれたシートで作業いただく必要はありません。

法適用の場合

法非適用の場合

都道府県・市町村を選択すると、
太線で囲ったセルに貴自治体が法適用・法非適用

いずれに該当するかが表示されます。

表示箇所をクリックすると、
貴自治体で作業いただくシートに移動します。

この「法適用＞」より右の
シートをご利用ください

この「法非適用＞」より右の
シートをご利用ください

法適用・法非適用の確認

ここをクリック
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概算モデルの使い方
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概算モデルの概要
概算モデルとは、成行きベースでの傾向を把握するために将来収支の推計を行うものであり、
容易かつ利用者負担の小さいモデルになっています。

推計
結果の確認

概要シート及び
出力シートで推計結果を確認しま
す

概要モデル
の選択

概要シートで、
「概要モデル」を選択します。

1

2

概算モデルの概要 概算モデルの作業の流れ

概算
モデル

初期的なあたりをつける
ための概算収支の把握

負担：無

詳細
モデル

将来計画を策定するため
の基礎となる収支の把握

負担：小

戦略
モデル

将来計画や改善施策を反
映した収支の把握

負担：中

概算モデルは、移動三年平均を基本とし、
将来推計人口、インフレ率を反映したモデルです。
また、当モデルは市町村の選択のみで事業収支が

出力できる利用者負担の少ないモデルです。
初期的なあたりをつけるために使用します。

作業負担 モデルの目的
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概算モデルの選択
概要シートで「概算モデル」を選択してください。

1

概要シートへの移動 概算モデル・表示期間の選択

モデル方式・表示期間の選択のため、
概要シートに移動してください。

法非適用の場合は「4. (法非適用) 概要シート」
になります。

概要シート右上の「設定管理」にある設定番号で
「１」を選択してください。

設定名称の部分に「概算」と表示されます。

また、グラフの表示期間を変更する場合、
「チャート設定」にて表示期間を選択してください。

～
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推計結果の確認 (1/3)
概算モデルを選択すると、概要シートに重要科目及び主要指標のグラフが表示されます。

2

重要科目の確認 主要指標の図表の確認

概要シート右上部分に、3条収支及び4条収支の特に
重要な科目についての予測数値が表示されます。

概要シートの下部に、主要指標に関する図表が
表示されます。P31以降の推計結果の解釈・

活用方法を参考に確認してください。
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推計結果の確認 (2/3)
各項目について詳しく確認する場合は、出力シートに移動してください。

2

出力シートへの移動 各項目の数値の確認

概要シートから、出力シートに移動してください。
法非適用の場合は「5. (法非適用) 出力シート」

になります。

出力シートでは、3条収支及び4条収支に関する
すべての項目の2069年までの数値を確認

することができます。
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推計結果の確認 (3/3)
特に概要シートの経常収支が下記のような減少の傾向になっている場合、本マニュアルの
P31以降の活用方法を参考に打ち手について検討してください。

2

経常収支の推移

上記のようなトレンドの場合、
長期的に下水道事業が厳しい状況になる可能性が考えられます。
その状況を解決するための方策がP31以降に示されているため、

そちらを参考に改善策や経営の健全化に向けた検討を進めてください。
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詳細モデルの使い方
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詳細モデルの概要
詳細モデルでは、数値を入力することでより精緻な将来予測が可能になります。

詳細モデル
の選択

概要シートで、
「詳細モデル」を選択します。

1

入力項目の
選択・入力

シートへの移動

数値を入力するための
「入力シート」に移動します。

2

数値の入力
入力シートにおいて、
数値を入力します。

3

推計
結果の確認

概要や出力シートで推計結果を
確認します。

4

詳細モデルの概要 詳細モデルの作業の流れ

概算
モデル

初期的なあたりをつける
ための概算収支の把握

負担：無

詳細
モデル

将来計画を策定するため
の基礎となる収支の把握

負担：小

戦略
モデル

将来計画や改善施策を反
映した収支の把握

負担：中

詳細モデルは、概算モデルをベースとし、
各自治体で把握している数値に修正いただくことで、

精緻な将来予測の数値を出力するモデルです。
将来計画を作成する基礎となる収支を把握

することができます。

作業負担 モデルの目的
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詳細モデルの選択
概要シートにおいて、「詳細モデル」を選択してください。

概要シートへの移動 詳細モデルの選択

モデル方式・表示期間の選択のため、
概要シートに移動してください。

法非適用の場合は「4. (法非適用) 概要シート」
になります。

概要シート右上の「設定管理」にある設定番号で
「2」を選択してください。

設定名称の部分に「詳細」と表示されます。

また、グラフの表示期間を変更する場合、
「チャート設定」にて表示期間を選択してください。

～

1
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入力する項目の選択 入力シートへの移動

概要シートの右上部分、設定管理の画面において入力
する項目について、手入力を選択してください。

また、建設改良費における補助金割合や国庫補助金の
上限に関する項目は概要シートにて入力ください。

数値を入力するための「(法適用or法非適用) 入力」
シートをクリックしてください。

法非適用の場合は「6. (法非適用) 入力」
シートになります。

入力項目の選択・入力シートへの移動
概要シートにて手入力をする項目の選択及び一部の項目の入力を行った後、数値を入力する
ための「入力シート」へ移動してください。

2
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数値の入力
「入力シート」において、単位に注意して黄色のセルに数値を入力してください。

入力間違いがないかをシート左上の入力ミス等のチェックで確認してください。

数値の入力 入力ミス等のチェック

太線に囲われたセルに示された項目
（モデルでは黄色のセルになります）に

数値を入力してください。
単位は千円であることに注意してください。

・
・
・

入力シート左上のG4セルが「OK」と
表示されていれば、入力に問題はありません。

「ERROR」と表示された場合には
再度入力内容を確認してください。

3
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（参考）エラーが発生した場合の対処法
エラーが発生した場合には、エラーが発生したシートをナビゲーションシートで特定し、当
該ページにおいて修正してください。

入力する項目の選択 入力内容の修正

ナビゲーションシートにおいて、
エラーが発生している部分を確認してください。

（非適用においても同様です。）

① 「建設使途=財源調達」がエラーの場合、「5.出
力」シートに移動し、どの年度に入力ミスがある
かを確認し、入力を修正してください。

② 「企業債前提確認」がエラーの場合、「6.入力」
シートに移動し、それぞれの債券割合の合計が
100%になるように調整してください。

この項目がエラー
になっている場合、
建設改良費と建設
費の財源内訳の合
計が異なっている
年度があります。

この項目がエラー
になっている場合、
起債の発行割合が
100%を超えている
場合があります。

4
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推計結果の確認
概算モデルと同様に、概要には主要な項目の数値および図表が表示され、出力シートにはす
べての項目の数値が表示されます。

概要シート 出力シート

概要シートを選択し、
重要項目の予測数値や主要指標の図表を

確認してください。

出力シートを選択し、
各項目のより精緻な数値を確認してください。

5
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項目名 手入力内容

使用料単価 当該年度の使用料単価の増加金額

受託工事収益 当該年度の受託工事収益

受託工事収益
（営業外収益）

当該年度の受託工事収益（営業外収益）

国庫補助金 当該年度の国庫補助金

都道府県補助金 当該年度の都道府県補助金

他会計補助金 当該年度の他会計補助金

長期前受金戻入 既存分及び新規分

他会計繰入金 基準内繰入金および基準外繰入金

固定資産売却益 当該年度の固定資産売却益

管渠費 当該年度の管渠費

ポンプ場費 当該年度のポンプ場費

処理場費 当該年度の処理場費

業務費 当該年度の業務費

総経費 当該年度の総経費

減価償却 ①当該年度の既存資産の減価償却費
②当該年度の新規管渠の減価償却費
③当該年度のポンプ場の減価償却費
④当該年度の処理場の減価償却費
⑤耐用年数（ポンプ場以外）
⑥耐用年数（ポンプ場）

手入力項目の入力項目について

項目名 手入力内容

固定資産売却代金 当該年度の固定資産売却代金

国庫補助金 補助上限のパーセント数

都道府県補助金 当該年度の都道府県補助金

工事負担金 当該年度の工事負担金

管渠（投資） 当該年度の管渠費（設備投資）

ポンプ場（投資） 当該年度のポンプ場費（設備投資）

処理場（投資） 当該年度の処理場費（設備投資）

既存債券 ①利子率
②債券種類ごとの元本返済
③債券種類ごとの支払利息
④新規債券の期首残高、発行金額、元本返
済、支払利息

重要経営指標 ①当該年度における企業債現在高合計
②当該年度における一般会計負担額

手入力が必要となる手入力シートには、下記の前提のもと当該数値を入力するようにしてく
ださい。
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戦略モデルの使い方
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戦略モデルの概要
戦略モデルでは、将来計画や改善施策を策定し検証することが可能です。

戦略モデル
の選択

概要シートで、
「戦略モデル」を選択します。

1

入力項目の
選択・入力

シートへの移動

概要シートで入力項目を選択後、
数値を入力するための

「入力シート」に移動します。

2

数値の入力
入力シートにおいて、
数値を入力します。

3

推計
結果の確認

概要や出力シートで推計の結果を
確認します。

4

戦略モデルの概要 戦略モデルの作業の流れ

概算
モデル

初期的なあたりをつける
ための概算収支の把握

負担：無

詳細
モデル

将来計画を策定するため
の基礎となる収支の把握

負担：小

戦略
モデル

将来計画や改善施策を反
映した収支の把握

負担：中

戦略モデルは、概算モデル又は詳細モデルで
得られた結果を基に、各種施策推進を反映した推計を
行うことで必要な改善施策、経営の健全化に向けた

検討を行うモデルとなります。

作業負担 モデルの目的
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戦略モデルの選択
概要シートにおいて、「戦略モデル」を選択してください。

概要シートへの移動 詳細モデルの選択

モデル方式・表示期間の選択のため、
概要シートに移動してください。

法非適用の場合は「4. (法非適用) 概要シート」
になります。

概要シート右上の「設定管理」にある設定番号で
「3」を選択してください。

設定名称の部分に「戦略」と表示されます。

また、グラフの表示期間を変更する場合、
「チャート設定」にて表示期間を選択してください。

～

1
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入力する項目の選択 入力シートへの移動

入力項目の選択・入力シートへの移動
概要シートにて手入力をする項目の選択及び一部の項目の入力を行った後、数値を入力する
ための「入力シート」へ移動してください。

概要シートの右上部分、設定管理の画面において入力
する項目について、手入力を選択してください。

また、建設改良費における補助金割合や国庫補助金の
上限に関する項目は概要シートにて入力ください。

数値を入力するための「(法適用or法非適用) 入力」
シートをクリックしてください。

法非適用の場合は「6. (法非適用) 入力」
シートになります。

2
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数値の入力
「入力シート」において、単位に注意して黄色のセルに数値を入力してください。

入力間違いがないかをシート左上の入力ミス等のチェックで確認してください。

数値の入力 入力ミス等のチェック

太線に囲われたセルに示された項目
（モデルでは黄色のセルになります）に

数値を入力してください。
単位は千円であることに注意してください。

・
・
・

入力シート左上のG4セルが「OK」と
表示されていれば、入力に問題はありません。

「ERROR」と表示された場合には
再度入力内容を確認してください。

3
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推計結果の確認
概算モデルと同様に、概要には主要な項目の数値および図表が表示され、出力シートには
すべての項目の数値が表示されます。

概要シート 出力シート

概要シートを選択し、
重要項目の予測数値や主要指標の図表を確認してくだ

さい。

出力シートを選択し、
各項目のより精緻な数値を確認してください。

4
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戦略モデルで検討可能な事業収支の７つの設定
概算モデル又は詳細モデルで得られた推計結果に基づき、各種施策や方針の反映を可能とす
るものが戦略モデルです。参考として、７つの設定についてモデルの操作方法を紹介します。

① 未普及解消設定 普及率向上のための新設設備を実施した場合の事業収支の推計

② PPP/PFI導入設定 PPP/PFI導入によって得られる費用削減効果の推計

③ 使用料改定設定 将来の下水道使用料値上げによる効果の推計

④ 維持管理費調整設定 管渠等の老朽化や各種施策によるコスト増減を加味した推計

⑤ 補助率改定設定 国費に関する補助率の削減を加味した推計

⑥ 財政施策設定 企業債、資本費平準化債等の発行条件の変更設定及び効果の推計

⑦ 特別利益設定 未利用資産やエネルギー活用などによる新たな収入設定の推計
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① 未普及解消設定

目標とする普及率（現在処理区域内人口÷行政区域内人口）を達成するために必要な投資額を前提とした
場合、事業収支への影響を把握することが可能です。

操作対象項目：【４条収支】管渠（投資）、ポンプ場（投資）、処理場費（投資）

ポイント

概要シート

概要シートを選択し、
設定管理内の「管渠（投資）」、

「ポンプ場（投資）」、「処理場費（投資）」の項目
について、設定方法を選択してください。

入力シート

概要シートにて選択したシナリオに基づき、
上記赤枠内の前提数値を入力してください。
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① 未普及解消設定

目標とする普及率（現在処理区域内人口÷行政区域内人口）を達成するために必要な投資額を前提とした
場合、事業収支への影響を把握することが可能です。

操作対象項目：【４条収支】管渠（投資）、ポンプ場（投資）、処理場費（投資）

ポイント

投資金額反映前 投資金額反映後

未普及地域に下水道設備を新設する事業を行うとした場合、未普及解消に必要な投資額を入力することで、
長期的な収支見通しを、より現実に即して捉える事ができるようになります。

未普及解消を目的とした管渠費、ポンプ場費、処理場費の増加
による損益への影響を定量的に把握できます

未普及解消を目的とした管渠費、ポンプ場費、処理場費の増加
による損益への影響を定量的に把握できます
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② PPP/PFI導入設定

PPP/PFI導入による効果を算定することが可能です（例：各種下水道施設の効率化・縮減による効果）

操作対象項目：【３条収支】管渠費、ポンプ場費、処理場費
【４条収支】管渠（投資）、ポンプ場（投資）、処理場費（投資）

ポイント

概要シート 入力シート

概要シートを選択し、設定管理内の「管渠（投資）」、
「ポンプ場（投資）」、「処理場費（投資）」の項目に

ついて、設定方法を選択してください。

概要シートにて選択したシナリオに基づき、
上記赤枠内の前提数値を入力してください。
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② PPP/PFI導入設定

PPP/PFI導入による効果を算定することが可能です（例：各種下水道施設の効率化・縮減による効果）

操作対象項目：【３条収支】管渠費、ポンプ場費、処理場費
【４条収支】管渠（投資）、ポンプ場（投資）、処理場費（投資）

ポイント

管渠費、ポンプ場費、処理場費などを圧縮することにより、経常収支の数値を改善が想定できるとともに、
経常収支の傾向もより正確に捉えることができます。

PPP/PFI効果反映前 PPP/PFI効果反映後

PPP/PFI効果反映前と比べ、経常利益の傾向が変化しています。
これは、ある時点からPPP/PFIを導入すると想定している為です。
PPP/PFI効果反映前と比べ、経常利益の傾向が変化しています。
これは、ある時点からPPP/PFIを導入すると想定している為です。
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③ 使用料改定設定（操作編）

３条収支の利益が悪化することへの対応として、使用料を上げることが考えられます。
他のシナリオと組み合わせ、効果的な使用料改定の水準を把握することが可能です。

操作対象項目：【概要シート】使用料単価

ポイント

概要シート

概要シートを選択し、
設定管理内の「使用料単価」欄にて

設定方法を選択してください。

入力シート

概要シートにて選択したシナリオに基づき、
上記赤枠内の前提数値を入力してください。
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３条収支の利益が悪化することへの対応として、使用料を上げることが考えられます。
他のシナリオと組み合わせ、効果的な使用料改定の水準を把握することが可能です。

操作対象項目：【概要シート】使用料単価

ポイント

③ 使用料改定設定（操作編）

概要シート

1.「一回調整」の場合
本設定は、2069年までに一度の使用料改定をする設定です。
「一回調整」欄の増加年の右欄（J:20セル、①欄上部）に改定予定年を記載してください（元設定では2030年となっております）。
改定予定年の下のセル（J:21セル）に、増加金額（増加分）を記載ください（20円増加の場合は「20」とご記載下さい）。
25行目の「（ご参考） 使用料単価の計算結果」以下に（②欄）、設定した使用料を確認できます。

①
②

2.「微調整」の場合
本設定は、2069年までの期間において、使用料調整を毎年手入力で行う設定です。
「微調整」右の黄色セル（K:22セル～BO:22セル）に、毎年分の使用料調整分を入力ください（調整不要分については記入不要です）。
25行目の「（ご参考） 使用料単価の計算結果」以下に（②欄） 、設定した使用料を確認できます。
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③ 使用料改定設定（効果分析編）

３条収支の利益が悪化することへの対応として、使用料を上げることが考えられます。
他のシナリオと組み合わせ、効果的な使用料改定の水準を把握することが可能です。

操作対象項目：【概要シート】使用料単価

ポイント

使用料改定前 使用料改定後（理想形）

使用料改定を行うことにより、経常利益の動きを改善することができます。
また他の施策と組み合わせることにより、収支を根本的に改善することが期待できます

既存の使用料＋20円の使用料改定を2018年度に行った場合、
従来2019年頃に赤字化が想定されていたところ、2030年頃

まで黒字状態が続くことになると推計できます

既存の使用料＋20円の使用料改定を2018年度に行った場合、
従来2019年頃に赤字化が想定されていたところ、2030年頃

まで黒字状態が続くことになると推計できます
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④ 維持管理費調整設定

日々の運営を効率化することによる効果を把握することが可能です。

操作対象項目：【３条】管渠費、ポンプ場費、処理場費
ポイント

概要シート 入力シート

概要シートを選択し、設定管理内の「管渠」、
「ポンプ場」、「処理場費」の項目について、

設定方法を選択してください。

概要シートにて選択したシナリオに基づき、
上記赤枠内の前提数値を入力してください。
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④ 維持管理費調整設定

日々の運営を効率化することによる効果を把握することが可能です。

操作対象項目：【３条】管渠費、ポンプ場費、処理場費
ポイント

維持管理費調整前 維持管理費調整後

管渠費、ポンプ場費、処理場費などを圧縮することにより、経常収支の数値を改善が想定できるとともに、
経常収支の傾向もより正確に捉えることができます。

維持管理費の抑制により、経常利益の傾向が変化しています。維持管理費の抑制により、経常利益の傾向が変化しています。
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⑤ 補助率調整設定

今後、下水道事業における他会計補助金や国庫補助金に頼らない経営を検討する場合に、どの程度の対応が必
要となるのかをシミュレーションするうえで役立ちます。

操作対象項目：【４条】国庫補助金

ポイント

概要シート

概要シートを選択し、設定管理内の「国庫補助金（上限割
合）」「国庫補助金（上限金額:千円）」について、右記に基

づき設定をしてください。
上記①および②について、設定をしてください。

概要シート 操作方法

国庫補助金
（上限割合）

建設改良費全額に対する
国庫補助金の上限割合を設定します。

国庫補助金
（上限金額:千円）

建設改良費全額に対する
国庫補助金の上限金額を設定します。

企業債
計算手法

①で選択した設定を有効化する為
「詳細手法」をご選択ください。

2

*なお、国庫補助金の上限割合については、「割合」又は「金額」の
いずれかが有効となるように数値を入力してください。

1
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⑤ 補助率調整設定

今後、多くの自治体で経営の改善が求められる中、国の予算は限られており、必ずしも十分に予算が配分され
ないリスクに備えることも必要です。本モデルでは補助率を調整し将来の影響をご覧いただくことが可能です。

操作対象項目：【４条】国庫補助金割合

ポイント

補助率調整前 補助率調整後

建設改良費の財源における国庫補助金の割合を減少させることで、自治体は起債により建設改良費を賄う必要が生じます。
起債により、毎年新たに支払利息が発生するため、その分経常利益は更に悪化することになります。

上図では、補助率調整前よりも調整後の方が利益が悪化していることをしめしています。



43

Ⅱ

概
算
モ
デ
ル
の

使
い
方

Ⅰ

下
水
道
事
業
推
計

モ
デ
ル
と
は

Ⅲ

詳
細
モ
デ
ル
の

使
い
方

Ⅳ

戦
略
モ
デ
ル
の

使
い
方

Ⅵ

よ
く
あ
る

ご
質
問

Ⅶ

参
考
資
料

⑥ 財政施策設定

単一的な企業債発行設定ではなく、より自治体の実態に即した企業債・公債の条件設定が可能です。

操作対象項目：【４条】企業債計算手法（入力シート）
ポイント

概要シート

概要シートを選択し、設定管理内の「企業債計算手法」の欄
で「詳細手法」をご選択ください。

「6.(法適用)入力」シートに移動し、同シート内の
「企業債計算(詳細手法)」の欄へ移動し、必要箇所を

入力してください。

入力シート 操作方法
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⑦ 特別利益設定

不動産売却等による一時的な収入等を反映することが可能です。

操作対象項目：固定資産売却益、固定資産売却代金
ポイント

概要シート

「4.（法適用）概要」シートを選択し、
設定番号を「２」または「３」に変更した上で

「固定資産売却益」または「固定資産売却代金」を手入力に
変更してください。

「6.（法適用）入力」シートに移動し、
「固定資産売却益」または「固定資産売却代金」の
「2.手入力」の右側の黄色セルに増加分の収益を

入力してください。

入力シート 操作方法
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よくあるご質問

種類 質問 回答

結果表示の
不具合

市町村を選択したところ、
推計結果が表示されない

1. 法適用企業が法非適用のシートを見た場合や、法非適用企業が法適用のシートを見
た場合は数値が表示されません。法適用・法非適用の確認欄にて自分たちの自治体
が法適用か法非適用か確認したうえで当該シートを参照してみてください。

2. 本モデルの過去実績のデータは公営企業年鑑の「公共下水道」を参照しているため、
「農業集落排水」のみの自治体については数値が表示されません。

モデルの
対象範囲

特定環境保全公共下水道や
農業集落排水施設について
の推計結果を確認したい

本モデルは、公共下水道データのみを対象としたものです。特定環境保全公共下水道
や農業集落排水施設については、本モデルとともに公表されているそれぞれのモデル
をご利用ください。
ただし、ただし、本来公共下水道用に作成されたモデルとなりますので、推計結果の
正確性には限度がある旨ご留意ください。

データの
入力方法

詳細・戦略モデル操作時に、
入力シートにどのような数
値を入力すべきなのか分か
らない

入力シートへの数値入力については、本マニュアル24ページをご覧ください。各項目
について、入力すべき数値の解説をご案内しています。

推計結果の
活用

総務省経営戦略に直接利用
してよいのか

本モデルで得られた長期収支の推計結果は、総務省経営戦略に直接利用するのではな
く、あくまで本モデルの数値を参考にしながら、各自治体の検討事項を加えたものと
してください。

推計結果の
活用

概算モデル、詳細モデル、
戦略モデルの結果を同じグ
ラフ内で比較したい

本モデルの仕様上、同一グラフ内で異なるモデルの結果を表示することはできません。
比較を行う場合は、概算モデル、詳細モデル、戦略モデルなどで得られた結果をそれ
ぞれ保存し、保存データをもとに比較を行ってください。
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各項目の算出方法について（法適用）
本モデルにおける各項目の算出方法は以下のとおりです。

3条収支 営業収益 下水道使用料 数量（有収水量） 人口増減に応じて変動

×単価（使用料単価） 選択可能メソッド

①一回調整

②微調整

③直近実績

雨水処理負担金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

 

受託工事収益（営業収益） 実質金額 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
その他（営業収益） 平均値（0値除く移動平均）

営業外収益 受取利息及び配当金 平均値（0値除く移動平均）
受託工事収益（営業外収益） 実質金額 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
国庫補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

都道府県補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

他会計補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

長期前受金戻入 + 既存資産（過去実績分） 選択可能メソッド

①減価償却費（固定資産の減価償却費見合

い）

②平均値（0値除く移動平均）
③手入力

+ 新規資産 選択可能メソッド

①減価償却費（固定資産の減価償却費見合

い）

②手入力

資本費繰入収益 平均値（0値除く移動平均）
雑収益 平均値（0値除く移動平均）

特別収益 他会計繰入金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

固定資産売却益 選択可能メソッド

①売却益=0（発生益なし）
②手入力

その他（特別収益） 発生しない
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各項目の算出方法について（法適用）
本モデルにおける各項目の算出方法は以下のとおりです。

3条収支
（続き）

営業費用 管渠費 実質金額 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
ポンプ場費 実質金額 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
処理場費 実質金額 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
受託工事費（営業費用） 平均値（0値除く移動平均）

×インフレ
業務費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

総係費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

減価償却費 + 既存資産（過去実績分） 選択可能メソッド

①毎年均等償却

②手入力
+ 新規資産 選択可能メソッド

①毎年均等償却

②手入力

資産減耗費 平均値（0値除く移動平均）
流域下水管理運営費負担金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

その他（営業費用） 平均値（0値除く移動平均）
営業外費用 支払利息 企業債利息 選択可能メソッド

①簡易（0値除く移動平均）
②詳細

その他利息 企業債利息を除く支払利息の
0値除く移動平均

企業債取扱諸費 平均値（0値除く移動平均）
受託工事費（営業外費用） 平均値（0値除く移動平均）

×インフレ
繰延勘定償却 平均値（0値除く移動平均）
その他（営業外費用） 平均値（0値除く移動平均）

特別損失 その他（特別損失） 発生しない
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各項目の算出方法について（法適用）
本モデルにおける各項目の算出方法は以下のとおりです。

4条収支 資本的収入 企業債 + 建設費充当分 建設改良費

引く：国庫補助金

引く：都道府県補助金

引く：工事負担金

引く：他会計繰入金

引く：その他（建設改良費の財源内訳）
+ 建設費以外充当分 平均値（0値除く移動平均）

他会計出資金 平均値（0値除く移動平均）
他会計借入金 平均値（0値除く移動平均）
他会計補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

固定資産売却代金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

国庫補助金 建設改良費見合い 建設改良費
×国庫補助金割合

キャップ（上限） キャップ値 1（上限割合） 選択可能メソッド

①50%上限
②0%上限
③仮定（手入力）

キャップ値 2（実質金額）
都道府県補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

工事負担金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

その他（資本的収入） 発生しない
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各項目の算出方法について（法適用）
本モデルにおける各項目の算出方法は以下のとおりです。

4条収支
（続き）

資本的支出 建設改良費 + 管渠費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
+ ポンプ場費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
+ 処理場費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
+ 流域下水道建設費負担金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
+ 建設利息 平均値（0値除く移動平均）

×インフレ
+ その他（建設改良費） 平均値（0値除く移動平均）

×インフレ
企業債償還金 ②詳細 + 既存分（過去実績分） 選択可能メソッド

①簡易（0値除く移動平均）
②手入力

+ 新規分 元利均等返済（利率と返済期間に基づく）

+ 平準化債の手入力分
他会計からの長期借入金返還金 平均値（0値除く移動平均）
他会計への支出金 平均値（0値除く移動平均）
その他（資本的収入） 発生しない
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各項目の算出方法について（法非適用）
本モデルにおける各項目の算出方法は以下のとおりです。

3条収支 営業収益 下水道使用料 数量（有収水量） 人口増減に応じて変動

×単価（使用料単価） 選択可能メソッド

①一回調整

②微調整

③直近実績

雨水処理負担金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

 

受託工事収益（営業収益） 実質金額 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
その他（営業収益） 平均値（0値除く移動平均）

営業外収益 国庫補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

都道府県補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

他会計補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

営業費用 職員給与費 平均値（0値除く移動平均）
受託工事費（営業費用） 平均値（0値除く移動平均）

×インフレ
流域下水管理運営費負担金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
その他（営業費用） + 管渠費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
+ ポンプ場費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
+ 処理場費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

×インフレ
+ その他（管渠費等を除く） 平均値（0値除く移動平均）

営業外費用 支払利息 地方債利息 選択可能メソッド

①簡易（0値除く移動平均）
②詳細

その他利息 企業債利息を除く支払利息の

0値除く移動平均
その他（営業外費用） 平均値（0値除く移動平均）

特別損失 その他（特別損失） 発生しない
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各項目の算出方法について（法非適用）
本モデルにおける各項目の算出方法は以下のとおりです。

4条収支 資本的収入 地方債 + 建設費充当分 建設改良費

引く：国庫補助金

引く：都道府県補助金

引く：工事負担金

引く：他会計繰入金

引く：その他（建設改良費の財源内訳）
+ 建設費以外充当分 平均値（0値除く移動平均）

他会計出資金 平均値（0値除く移動平均）
他会計借入金 平均値（0値除く移動平均）
他会計補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

固定資産売却代金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

国庫補助金 建設改良費見合い 建設改良費
×国庫補助金割合

キャップ（上限） キャップ値 1（上限割合） 選択可能メソッド

①50%上限
②0%上限
③仮定（手入力）

キャップ値 2（実質金額）
都道府県補助金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力

工事負担金 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

その他（資本的収入） 発生しない

資本的支出 建設改良費 選択可能メソッド

①平均値（0値除く移動平均）
②手入力
×インフレ

地方債償還 選択可能メソッド

①簡易（0値除く移動平均）
②詳細 + 既存分（過去実績分） 選択可能メソッド

①簡易（0値除く移動平均）
②手入力

+ 新規分 元利均等返済（利率と返済期間に基づく）
+ 平準化債の手入力分

他会計からの長期借入金返還金 平均値（0値除く移動平均）


